
https://www.broadleaf.co.jp/

第10期中間 ビジネスレポート
（2018年1月1日から2018年6月30日まで）

2018年12月期

証券コード：3673

Field for Our Future 



代表取締役社長

大山　堅司

当社の上期業績は、売上収益100億90百万円（前年同
期比27.3％増）、営業利益15億42百万円（同67.9％増）、
税引前四半期利益15億48百万円（同70.9％増）、親会社
の所有者に帰属する四半期利益9億98百万円（同78.5％
増）となりました。
これは主に、増加傾向にあったユーザー更新需要を着

実に取り込み、自動車整備工場向けシステム販売が大幅
増収となったこと、2017年7月に連結子会社化した株
式会社タジマの業績を反映したことによるものです。
これを踏まえ、通期業績予想を、売上収益212億円（前

期比16.5％増）、営業利益39億円（同29.5％増）、親会社
の所有者に帰属する当期利益25億円（同29.4％増）へ修
正しました。
併せて、期末配当予想を、前回発表予想から1株当た

り1.00円増額した、6.50円としました。中間配当は、前
回発表予想どおり5.50円、年間では12.00円となりま
す。これは2018年4月1日を効力発生日とする株式分割
（1:2）を考慮した金額で、実質的に前期より1株当たり
1.00円の増配です。
当社は下期中に、AIを搭載した新システム「.NS3Ai」

と、新規事業者向けにクラウド型の次世代システムをリ
リースする予定です。また、自動車業界でのビッグデー
タ活用が広がっていることから、蓄積データを活かした
アライアンスや新ビジネスの展開等にも取り組んでま
いります。今後の事業活動にも、ぜひご注目ください。
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財務ハイライト

株主優待
2018年12月末日時点の株主名簿に記載または記録された株主様につきましては、以下の内容の通り保有株式数に応じて

贈呈いたします。

※ 上記のデザインは変更になる場合が
ございます。

保有株式数 当社オリジナルQUOカード

500株～999株 5,000円分

1,000株～1,999株 10,000円分

2,000株～9,999株 20,000円分

10,000株以上 100,000円分

2017年12月期 2018年12月期
第2四半期
（実績）

通期
（実績）

第2四半期
（実績）

通期
（予想） ※2

売上収益 （百万円） 7,926 18,195 10,090 21,200

　システム販売 （百万円） 4,889 11,737 6,596 13,960

　システムサポート （百万円） 612 1,264 649 1,310

　ネットワークサービス （百万円） 2,425 5,194 2,844 5,930

営業利益 （百万円） 918 3,011 1,542 3,900

親会社の所有者に帰属する
四半期（当期）利益 （百万円） 559 1,932 998 2,500

基本的1株当たり
四半期（当期）利益 ※1 （円） 6.31 21.81 11.39 28.58

1株当たり配当額 ※1 （円） 5.50 11.00 5.50 12.00

配当性向 （％） ー 50.4 ー 42.0

※1　2018年4月1日効力発生の株式分割（1:2）が、2017年12月期の期首に行われたと仮定し算出しています。
※2　2018年8月3日公表



リコール対象車両の改修促進のための
データマッチング

自動車メーカーから提供を受けた改修対象の
車体番号と、当社システムのユーザーである全国
の整備事業者が持つ車両入庫データをマッチン
グし、事業者別に対象車両リストを提供していま
す。各整備事業者はこのリストをもとに、リコー
ル対象車両保有者への通知を行い、リコール対象
車両の改修促進を支援することにより、自動車の
不具合や事故等の発生回避につなげ、車社会の安
　心・安全に貢献しています。

車社会の安心安全

自動車保有関係手続ワンストップ
サービス（OSS）の利用促進

2017年4月に自動車保有関係手続のワンス
トップサービスが開始され、当社システムにも自
動車の継続検査と保安検査申請における電子化
対応を実施しました。より多くの事業者に利用し
てもらうことで、申請業務の電子化を促進し、
デジタル・ガバメントの浸透につなげています。

デジタル・ガバメント

「Society 5.0」の世界
ブロードリーフは、世界が抱える課題解決につながる
新たな社会「Society 5.0」の実現を目指して
インクルーシブ＆イノベーティブな活動に取り組んでいます。



未来を担う人々への幅広いサポート
発展し続けるIT社会に欠かせない人材の育成

を目的として、「キッズエンジニア」「プログラミ
ングコンテスト」への協賛を継続しています。ま
た、先端技術を取り入れたものづくりを実践する
「学生フォーミュラ大会」、くるま文化の醸成と継
承を目的とした「くるまマイスター検定」への支
援を通じた人材育成を推進し、インクルーシブな
　経済社会システムの実現につなげていきます。

次世代の人材の活躍

■ これくしょんパーク
https://www.collection-park.com/

■ これくしょんパーク公式Twitter
https://twitter.com/collection_park

「Society 5.0」とは？
IoT（Internet of Things）、ロボット、人工知能

（AI）、ビッグデータといった新しい技術をあらゆる
産業や社会生活に取り入れてイノベーションを創
出し、一人ひとりのニーズに合わせる形で社会的課
題を解決する、「狩猟社会」「農耕社会」「工業社会」
「情報社会」に続く、人類史上5番目の新しい社会。

日本インドネシア国交樹立60周年
記念事業へ認定
日本とインドネシアは2018年、国交樹

立60周年を迎えました。
この節目の年に、当社がかねてより取り

組んでいる作業分析／業務最適化ソフト
ウェア「OTRS」を活用したカイゼン活動が、
外務省の『日尼国交樹立60周年記念事業』として認定されま
した。インドネシア・日本友好協会とインドネシア元日本留
学生協会が協力し、イ・日両国への感謝の証として設立した
私立大学、ダルマプルサダ大学へ「OTRS」を提供、現場改善
セミナーを実施していきます。本記念事業では、「OTRS」を
活用した生産性の向上、ヒューマンリソース改善等による経
済支援を実施し、日本のものづくり精神にならったインドネ
シアで随一の産業人材の育成を目指します。

ハズレなしのオンラインくじ
「これくしょんパーク」 OPEN！
〝イマだけ、ここだけ〟の限定

グッズを販売するハズレなしのオ
ンラインくじ引きサービス「これく
しょんパーク」がスタートしました。
アニメやマンガ、アイドル等のグッズが購入できる「これ

くしょんパーク」には、続々とオリジナルアイテムが登場！
過去には、980億円を売り上げる大人気ソーシャルゲーム

『Fate/Grand Order（FGO）』や、あの有名な六つ子が大人に
なった姿を描く大人気マンガ『おそ松さん』も登場しました。
各くじの販売期間は2週間だけ。あのレアなキャラクター

が登場する可能性も!? これくしょんパーク公式Twitterを
フォローして、開始情報をお見逃しなく！

NEWS



株式会社ブロードリーフ
〒140-0002
東京都品川区東品川4-13-14　グラスキューブ品川8F

https://www.broadleaf.co.jp/
この冊子は、適切に管理された森林で生産された木材を原料に含む「FSC®認証紙」および、
印刷用インキに含まれる石油系溶剤の一部を植物油に替えた「植物油インキ」を使用し、
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